
令和元年度事務事業実績評価表
１ 事業概要 課名 生涯学習・スポーツ課 事業No. 291

事務事業名 文化財保護事業
会計 一般会計

事業区分 政策 実施区分 継続
開始  終了  

根
拠

主要区分 主 記号 計画等名称

戦略計画
○ 4 自然と歴史を守り活かし伝え、新たな文化をつくりだす
   
   

分野別計画
 第２次飯田市教育振興基本計画
  
  

法令・例規等
 文化財保護法・長野県文化財保護条例
 飯田市文化財保護条例・同施行規則・飯田市文化財保護事業補助金交付要綱
 文化財関連施設の設置条例及び規則

事業目的
対象 指定文化財、文化財関連施設、地域資産（地域にある自然・文化・歴史）、遠山の霜月祭（上村・南信濃）

意図 指定文化財及び文化財関連施設の適切な保存・維持管理、地域資産の価値の顕在化及び文化財指定、遠山の霜月祭の技術の継承・向
上と後継者育成への補助を行います。

２ 事業内容

1年度
取組

取組内容 経費の内容 事業費(千円)
・小笠原資料館、北田遺跡公園を指定管理とし、その他の文
化財関連施設についても必要な修繕等を行い、適切に維持管
理しました。
・遠山郷の地域資源の調査（梶谷のシダレモミジ等）、文化
財審議委員会を３回開催し、「龍江大平の薬師如来立像」、
菱田春草筆「富岳」、「中村八幡社の石造狛犬一対」の３件
を市有形文化財に指定しました。また、市天然記念物の「遠
山谷の埋没林と埋没樹」について上位指定の取組を進めた結
果、長野県天然記念物に指定されました。
・「遠山の霜月まつり」の後継者育成事業に対し補助金を交
付するとともに、支え手支援の取組を行いました。

指定文化財・文化財関連施設等管理運営経費 12,417
文化財資産化事業経費 148
文化財保護事業補助金（霜月祭り後継者育成） 560
  
  
  
  
  
  
  
その他の経費 0

活動指標

指標名　(数値で表せる活動量) 単位 平成29年度
計画 実績

平成30年度
計画 実績

令和元年度
計画 実績

令和2年度
計画 実績

指定文化財の数 件  183 186 186 187 189   
名勝天龍峡に関わる学習会等の開催数 回     1 0   
指定文化財の学習会等の開催数 回     30 1   
指定文化財や文化財施設等の情報発信数 回 30 67 30 82 2 69   
遠山の霜月祭りに関する学習会や支援回数 回 2 2 2 2  2   

          
          
          

1年度
決算

(千円)

予算額 19,419 特定財源内訳及び補足事項
決算額 13,125 （そ）諸収入

１→２ 繰越明許費　4,960千円

財源の
状況

国庫支出金 0
県支出金 0
地方債 0
その他 166
一般財源 12,959

３ 事務事業を構成する予算科目
番
号

会
計 款 項 目

大
事
業

中
事
業

予算額 決算額 中事業名(科目名称)

1 1 10 5 3 10 1 18,605 12,565 文化財管理事業費

2 1 10 5 3 10 3 814 560 文化財保護事業補助金

3          

4          

5          

6          

7          

振返り課題認識 ・地域による指定文化財の保存継承や活用、文化財関連施設の活用に向けた取組を更に進める必要があります。
・地域の特徴や歴史文化を表す地域資源の価値が顕在化されていないものがあります。

上記の課題解決
のための有効策

・文化財の価値の発信や地域・団体と連携した学習会等を通じ、文化財の魅力を語ることのできる人づくりを進めるととも
に、文化財関連施設の所在地での施設の利活用を支援します。
・地域を特徴づける地域資源について、価値を明らかにするための調査等を関係部署と連携して進めます。

次年度に向けて
の取り組み

・地域や団体と協働した文化財のパンフレットづくりや見学会・学習会等の実施、公式サイトでの情報発信を進めます。
・所有者・団体等による保存継承活動等に対し、補助金の交付や関連部署と連携した担い手・支え手支援を進めます。
・地域資源について、美術博物館や文化財審議委員と連携し調整等を進め、文化財指定や上位指定（県・国）を行います。

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org

